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中新井仮住宅 4266 238診察所 武蔵野鉄道線馬i18銭） 大塚終点（9丁）
碑金仮住宅 6000 291仮設浴場、診察所 玉川電車上馬引i13銭） 渋谷終点（10丁）












































































































授産所名 業務 作業材料 就業時間 休日



















































































中新井 大正14年9月中新井村に誼渡 なし なし なし
奥戸 大正14年9月新義宗管長に譲渡 なし なし 開場せず譲渡
碑金 大正14年12月に撤廃 なし なし 撤虎
平塚 大正 15年12月労働共済会に池波 同譲渡 同譲渡 同
砂町 大正15年12月財団法人発育会に譲渡 同譲渡 なし 同譲渡








畳+便所十土間+ ミセ (店舗)で規模が7.5坪のタイプと､前記の平面柄成でミセ (店舗)無しで規模
が5.5坪のタイプ､であった｡｢同潤会仮住宅｣では家1割ま有料､光熱碑 ･くみ取り掛 ま無料であった｡























































































































































































(2)佐藤溢 (1989)r迎合住宅団地の変遷 東京の公共住宅と真もづ(り』 鹿島出版会 P20
(3)石田頗房 (1987)相 木近代都市計画の百年j 自治体研究社 P166
(4)集団バラックは105箇所､1408凍 (バラック1115榛､天幕293枚)(大正13年3月290日現
荏)有り.最も規模が大きいものは上野公園 (2417世帯)､日比谷公園 (1776世帯)､芝離宮 (1289世
秤)､芝公園 (1760世帯)等であった｡集団バラックは ｢席次者収容ノ為ノー時的確設ニシテ復興 都築ノ進









































































































































































































28条 居室の採光・換気 × ○
29条 住宅居室の日照 X o
30条 地階における住宅等@　の居室禁止 × ○



































(3)小川一益 (1956)鳩 取･新潟は大火災からどのように復興したか｣ r住宅1昭和31年11月号 P1
2
(4)座散会 ｢住宅災奮対簸座敢会｣(1953)r住宅j昭和28年9月号
(5)小)]ト益 (1956)鳩 取､新潟は大火災からどのように復興したか｣ r住宅j昭和31年11月号 P1
2
(6)座談会 ｢伊勢湾台風の現地より帰って｣(1959)r住宅J 昭和34年10月 p25






(ll)厚生省社会局 (1996)r災害救助の尭精 一平成8年版-j p86
(12)前掲寄 P85-98より作成
(13)中林-樹 (1996)｢次善時の対応行動と避艶に関する計画のあり方jr建築および都市の防災性向上へ向
けて 一阪神 ･淡路大震災での教訓を踏まえて-A P18























































































































































































































































































































































































































































































奥尻町　大成町 瀬棚町 島牧町 北桧山町
1次 100戸 23戸 14戸 6戸 35戸
着工 7月コ9日7月28日7月24日7月30日 8月21日
完成 7月27日8月7日7月3ユ日 8月10日 9月3日
入居 7月28日8月8日8月3日8月ユ0日 9月4日
2次 100戸



























.建設戸数 市町名 建設戸数 市町名 建設戸数 市町名
3,883 三B]市 244 洲本市 14 豊中市
986 弟名川町 48 津名町 260 大阪市
3,796 加古川市 1,194 淡路町 123 泉佐野市
654 高砂市 412 北淡町 600 八尾市
647 播磨PT 61 五色町 70
2,125. 鮭路市 569 先勝町 222
2,3D8 尼崎市 2,218 西淡町 4









住宅 (1976)では､部屋数は2部屋 ･面碑は7坪の応急仮設住宅が供給され､沖永良島 (1977)臥
降､奥尻島 (1993)までは居住人数によって型別供給が行われた凸
建物の規模の面だけから見ると阪神 ･淡路大震災 (1995)の8坪の単一平面は､時代に1970年
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A　なし A B なし A B C なし
家族の集まる部屋 ユ29 13 0 34 1 0 0
食事をする部屋 13111 0 34 ユ 1 o
テレビを置いている部屋 U　　　212712 9 27 工0 0 0
夫婦の寝る部屋 7358 5 1ユ 20 6 0
子供の勉強部屋 2643 70 8 7 10 11












































































空いている仮設住宅 11　会社員 52 5 9．6％
技能的職業 17 1 5．9％
仕事場、職場 6 15 5 33．3％
仮設住宅の敷地内の倉庫 4　酪農、養鶏 4 1 25％
新たに建てた倉庫 4　公務員 4 2 50％
2　内職・パート 3 3 100％
3 0 0％船員
その他 7　　その他 2 0 o％







































A　なし A B なし A B C なし
家族の集まる部屋 43 0 0 1 o 0 0
食事をする部屋 43 0 0 1 0 0 0
テレビを置いている部屋 4　　043 3 0 1 0 0 0
夫婦の寝る部屋 8 35 5 0 0 ユ 0
子供の勉強部屋 3 9 31 1 0 0 0
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タイプ 被災前の住宅の部屋数 居住人数 被災後仕事の変わった人 世帯主の平均年齢















個所数 配布数 回収数 回収率
神戸市市街地 6ケ所 150枚 65枚 43．3％
神戸市郊外 7ケ所 170枚 82枚 48．2％
神戸市人工島 5ケ所 135枚 69枚 5L1％
阪神間地区 4ケ所 105枚 48枚 45．7％
淡路島内 6ケ所 93枚 41枚 44．1％
大阪府内 3ケ所 120枚 39枚 32．5％




















































































































非常に満足 やや満足 ふつう やや不満 非常に不満
1＋K
i平均居住者数）








非常に満足 やや満足 ふつう やや不満 非常に不満
DK
i平均居住者数）






































































































































建設次 建設戸数 建設期間 発注方式 発注元 タイプ
1次 　　　一Q961　1／20－3／2プレ協が各社の施工可能量を調査、{工可能量を県が各社に発注 兵庫県 規格建築
2次 8141戸エ／26－3！31同上 兵庫県 規格建築









5次 4550戸2／16－5／20プレ協に一括発注 兵庫県 規格建築
6次 2355戸3！16－5！20公募 兵庫県 外国製
7次 2289戸3130－5／20一般入札 兵庫県 規格建築
8次 6281戸 不明 一般入札 兵庫県 規格建築
9次 245戸 不明 一般入札 神戸市 規格建築


































































市町村 地区 所在地 面積（m2） 戸数 住宅タイプ
藤原台（1） 北区藤原台 20000240 規格建築
藤原台（2） 北区藤原台 19900154 規格建築
藤原台（2）－2 北区藤原台 8400102 規格建築
北神戸第1（1） 北区鹿の子台 21800261 規格建築
北神戸第1（2） 北区鹿の子台 18400160 規格建築
北神戸第1（3）－1北区鹿の子台 1090075 規格建築





学園緑ケ丘 垂水区小束山 6800100 規格建築
新多聞 垂水区本多聞 77300620 規楕建築
武庫川1 高須町 7800103 規格建築
武庫川2 高須町 56QO62 規格建築
西宮市 名塩（1） 東山台 25200261 規格建築
名塩（2＞ 東山台 12800112 規格建築
名塩（3） 塩瀬町名塩 540053プレハブ住宅
宝塚市 北雲雀ヶ丘 切畑長尾山 28800172 規格建築
南野坂（1） 南野坂 890070 規格建築
川西市














































































































































































































三和ホーム 60戸 不明 不明
住友林業 200戸不明 不明
住友不動産ホーム 50戸 不明 不明
佐藤組 500戸木質パネル 33．18
富士重工 50戸 不明 27．14










































































































































































前1 解2 萌3 瀦4 鞘5 嶺7 萌8
国8-4-2 A社の各工場の出荷量の推移
生産される主な部品は1)壁パネル､2)床パネル､3)天井パネル､4)屋鹿パネル (切妻タイプの
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建設次 施工期間の@平均 戸／日 建設期間 備考
1次． 22．30日 141．7 1／20－3／2
2次 32．69日 253．6 1／26－3／31
3次 33．59日 324．4 2／4－3／31
4次 34．07日 266．5 2／14－3／31
5次 3330日 136．6 2116－5／20
6次 47．11日 50．0 3〃－4130 外国製

























































































団地名 戸数 輸出国 構造方法 規準寸法
A社西神（8） 100 米 木質プレハブ 4f
B社西神（9） 100 加 鉄骨プレハブ（ユニット） 不明
C社西神中央 250 韓 鉄骨プレハブ（パネル） 1800mm
D社千代ヵ原公園 工40 加 木質プレハブ 4f
E社ハイテク・パーク 500 韓 鉄骨プレハブ（パネル） 1800mm
F社ハイテク・パーク 750 韓 鉄骨プレハブ（パネル） 1800mm
G社学園都市 258 豪 メタルサンドイッチパネル ユ200mm
H社垂水区星陵台 300 米 軽量鉄骨造（現場施工） 1829．25mm
1社 鈴蘭公園 1ユ3 米 木質プレハブ 4f
J社藤原台（3） 144 米 2x4 不明


































































表9-3-1 輸送方法 ･篇送期間 ,国内外の運賃比率
輸送方法 期間 (工場一日本) 道賓比率 (内 :外)
B社 舵 17日 (カナダ) 1二3 3億
D社 舵+航空偵 19日 (舵 .カナダ) 1:10船5便､航空機 1回
E社 舵 3日 (韓国) 7:106便
F社 舵 3日 (韓国) 2:3 2便
G社 船 8日 (義) 未記入 末記入
Ⅰ社 舵 14日 (栄) 1:315コンテナ
H社 航空機+船 2日 (航空 -栄) .1:5航空機40便､船4便


















工法 輸入部品 内装材 壁面 床 バス 天井 キッチン 収納 カーテン
B社 プレハブ すべて 輸入 輸入 輸入 輸入 輸入 輸入 輸入
D社 プレハブ すべて 輸入 輸入 日本 輸入 輸入 輸入 日本
E社 プレハブ すべて 輸入 日本 日本 輸入 日本 日本 輸入
F社 プレハブ すべて 輸入 輸入 日本 輸入 日本 日本 輸入
G社 プレハブ すべて 輸入 輸入 日本 輸入 日本 輸入 日本
H社 鉄骨現場施工 躯体 輸入 輸入 輸入 輸入 輸入 輸入 日本
Ⅰ社 プレハブ 躯体 輸入 日本 日本 輸入 日本 日本 日本











恒 ^掬 検討開始 見稚り 発注 工場第1億出荷 日本第 1便到着 現場第 1便到着 現場到着最終便 工事完了
B社 1994年 1月中 2月初め 3月初め 3ノ20 4/5 4/5 4/30 4/30
D社 総合商社 ユノ31 2/ユー 3/3 3/28 4/15 4/16 4/26 4/30
E社 初めて 2/17 3/2-3ノ8 3/8 3/18 3/20 3/25 4/ユ0 4/30
F社 初めて 2/152/20-2/25 3/4 3/20 3ノ22 3/24 4/10 4/30
G社 初めて 3/103/10-3/30 3/15 4/10 4/17 4/19 4/30 4/30
l社 1990年 2/10 2/25-3ノ1 3/3 3/ユ6 3/29 4/3 4ノ18 4/30


















施行業者 常時 通常時の職業 技術者派遣
B社 B建設+輸出元 ○ 建設業 カナダで組み立て
D社 関連会社 ○ 建設業 2人
E社 L建設 ○ 建設業 1人
F社 M建設 >( 建設業 3人
G社 N建設 × 建設業 3人
H社 アメリカのユニオンからの労働者 × 建設業 2人
Ⅰ社 下請け20社 ○ 建設業 10人
J社 4社 O. 型枠大工 2人
表9-4-3 工程
会社名 戸数 基礎工事 建て方 木工 .内装 設備 外捕 完成
F社 750 3/4-3/20 3/214/20 3/31-4/20 3/31-4/20 4/10-4/25 4/30
Ⅰ社 113戸 3/20-4/15 4/3-4ノ20 4/8-4/29 3/23-4/29 4/30































畳+便所+土間+ ミセ (店舗)で規模が7.5坪のタイプと､前記の平面構成でミセ (店舗)無しで規模
が5.5坪のタイプ,であった｡r同潤会仮住宅｣では家矧 ま有料 ･光熱敷 くみ取り掛ま無料であった.












































































































=事管理は､兵庫県 ･神戸市･大阪市 ･大阪府､住都公団が行った｡また､住都公団は阪神 ･淡路大震
災後の居住環境復興に大きな役割を果たしている.応急仮設住宅の入居者選定 ･管酎ま各市町が行ってい
る｡






























































































































































(1)奉献静は､牧 紀男他 (1996)｢応急仮設住宅の集鰻と被災者住宅の県展j r特別研究 阪神 ･艶路大喪
炎から1年 一建築および都市の防災性=場へ向けて1 日本建築学会 91-91を加峯 ･修正したものである｡
また.蕃提言は日本建築学会兵庫県帝都地震特別研究重点会 ｢5.災専時の対応行動と連発に関する計画のあり方｣
r建築および都市の防炎性向上へ向けて -阪神 ･淡路大震災での教訓を踏まえて-J 15-18にも一部､採
用されている｡
(2)三浦研他 (1996) ｢雲仙普茸岳噴火災啓に伴う災害復興住宅への生活拠点移動に関する研究 一自然災書
を起因とする費境移行研究 その1-｣ 日本建築学会計画系飴文集 乗4185号 P87-96 P95





1.牧 紀男､三浦 研､小林 正英;｢応急仮設住宅の物理的英雄と問題点に関する研究 一災普後に供
給される住宅に関する研究- その1｣.日本建築学会計画系論文報告姑､第476号､1995年1
0月､125-133
2,脇E] 祥尚､布野 修司､牧 紀男､幹井哲人･.｢デサ･バヤン (インドネシア･ロンボク島)におけ
る住居集落の空間柄成｣､日本建築学会計画系論文報告雄､第478号､1995年 12月号､61-
68
3,三浦 研､牧 紀男､小林 正美 (1996) ｢雲仙普賢岳噴火災害に伴う災害復興住宅への生活拠
点移動に関する研究 一自然災害を起因とする環境移行研究 その1-｣ 日本建築学会計画系論文集
第485号 87-96
4.脇田 祥尚､布野 修司.牧 紀男､青井哲人 ｢ロンポク島 (インドネシア)におけるパリ旗･ササッ
ク旗の聖地､住居集落とオリエンテーション｣､ 日本建築学会計画系論文報告集 第489号 19
96年11月号 97-102
5.布野 修司､背井 哲人､脇田 祥尚､牧 紀男 ｢チャクラヌガラ (インドネシア･ロンポク島)の
街区柵成 一チャクラヌガラの空間構成に関する研究 その1-｣､日本建築学会計画系論文報告集
第491号､1995年 1月号 掲載予定




1.枚 紀男･三浦 研 ･小林 正美 ｢応急仮設住宅の供給システムに関する研究 一阪神･淡路大祭災
を事例として｣ 都市計画論文集 第31号 1996年 787-792
2.三浦 研･牧 紀男･小林 正美r雲仙岳災害に伴い建設された災害復興住宅におけるコミュニティー
の変化実態 一地域防災力形成から見た構築環境の役割を視点として-｣ 都市計画論文集 第31号
1996年 811-816
115
<国際学会 ･セミナー等発表論文>
【EJevenlhWor一dConfereJICeOnEaTlhquakeEngjneering】
1.NorioMAXI,KenMrURA,MasamiKOBAYASHI
∩NaturalDisasterandRestoraliDnHousinginAsjanCount血S'T
Pro比edi喝SOfl】WCEE■',1996.6CDROM
【ForthJapan-USASemjnafOnEnvirorLJnenl-BehaviorResearch]
1,KenMIURA,NorioMAKI,MasamiKOBAYASHI
-'NAnJRALDrSASTERANDRESTORATIONHOUSING-S11dyonEnvironmentTransitiondueloNatlral
DiSaSter一
HandbookofJapan-UJlitedStatesEnvirorunenトBehaviorResearch:TowardsaTransacliona]Approach CPrinling)
【4thJapan/UnitedSlalesWorkshopofUrbanEarthquqkeHazardReduclion】
1.NorjDHAM,丈enMIURA,Masami KOBAYASHl
■'EmergencyHousingSystemalterNaturalDisasterfinJapan, P.0.EofTemporaryHousinginUTuenand
OkusliriH
OuHjneofpapcrsof41hJapan/UniledStal巳SWorkshopDfUTbanEarthquqkeHazardReduction,1995･ユ,127-ユ30
2.Ke】1MIURA,NorioMAXJ,MasamiKOBAYASHI
rlStudyonRc]oc且1ionProcessofRefugeesincaseoftheeruptionofMt,UnzcnFugcndaker'
OutljJleOfpapersof4thJapan/UnitedStatesWorkshopofUrbalEarthquqkeHazardReduction,1995.1,131-134
116
